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山形鋼筋かい端接合部に対する乾式補強法

その 6 背面付加材による乾式補強の実験計画

山形鋼

保有耐力接合

l はじめに

高力ボルト摩擦接合

突出脚

筋かい

桁行方向でブレース構造が広く適用される屋内運動場、

学校体育館等の低層建物は、災害時に避難所として利用

されるこ左が多いことから高い耐震性能が要求される。

そのため、筋かいの耐震性能を発揮するまで接合部を

破断させない保有耐力接合を施す必要がある。しかし、

新耐震設計法以前の山形鋼筋かいは、有効断面に無効突

出脚を算入しており、接合部の耐力が不足しているため、

近年の地震被害調査では山形鋼筋かい端接合部における

破断被害が多数報告されている に

2. 補強概要

山形鋼プレースの溶接による補強は、文献 2)にて突出

脚側へ隅肉溶接により補強材を付けることで耐力が確保

できることが示されているが、溶接を行う場合、施工品

質の確保が課題であり、また火気の使用による危険性が

ある。そこで本研究で、高力ボ‘/レト接合により、補強材

を取り付ける乾式補強方法を検討する。

図 lに本研究で提案する補強方法について一連の検討を

示す。図 l(a)には、山形鋼高カボルト接合部の突出脚側を

高力ボルト接合した並列タイプの補強方法を示し、図 l(b)

には、山形鋼高力ボルト接合部の背面に高力ボノレト接合

により付加した乾式の背面補強タイプの補強方法を示す。

文献 3) より、図 1(a)の補強方法は、既存ボノレトと連結ボ

ルトの距離を山形鋼の辺の長さの1.5倍程度以上とするこ

とで、連結ボノレト孔側のみで有効断面が決まり、保有耐力

接合を満たす知見を得ている。図 l(b)の背面補強タイプ

(以下、本補強法)では、 山形鋼 L75x6を対象として載荷

実験を行い、補強効果の有効性が示されている 九 本報で

は、文献 4)に引き続き、山形鋼サイズを変更 し、載荷実

験及び数値解析を行い、本補強方法の有効性を検証する。

図2に本補強方法の力の伝達機構を示す。本補強法は、

山形鋼に作用する引張軸力を既存材の接合部のみで負担

せず、補強材にも軸力を伝達することにより、既存接合

部の応力負担の減少を図る。

図3に背面補強タイプの補強詳細を示す。本補強法は、

既存材の既存ボルト前方とガセットプレートに補強材を

取り付け、連結ボルトで接続する。また、補強材と既存

ボルトが干渉しないようにスベーサーを介して補強材を

取り付け 2面せん断の摩擦接合とする。
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図 3提案する補強方法の詳細

3. 実験計画

3.1 試験体概要

図4に載荷実験を行う試験体接合部詳細を示す。試験体

は、既存材の両端にガセットプレートを設け、スペーサ

ー(板厚 25皿)を介して補強材を高力ボルト摩擦接合によ
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試験体一覧表 I
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表 2 材料試験結果
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鋼材
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鋼 積
[N/mm'] [N/mm'] [%] [%] 

L65x6 330 477 69 37 

L75x6 J 16 440 72 36 

L90x7 SS400 312 446 70 34 

ガ削除 276 407 68 40 

プレート 331 445 74 49 
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り取り 付ける。なお、上下接合部同士の間隔は 300mmと

する。

表 lに試験体一覧を示し、表 2に載荷実験で使用した山

形鋼とガセッ トプレー トの材料試験結果を示す。実験変

数は、 山形鋼のサイズと 連結ボル ト本数及びボル ト径で

ある。L65x6，L75x6， L90x7の 3種の既存材となる 山形

鋼に対して、 既存ボルト 2本及び3本の無補強試験体を基

本とする。補強試験体は、既存材のボノレ ト本数と連結ボ

ル トの合計が5本となる ように接合部を構成する。使用し

たボノレトは全て FI0Tとし、 ボノレ ト径は山形鋼 L65x6，

L75x6の試験体ではM16、L90x7の試験体はM20とする。

L90x7の試験体のみ、連結ボノレト径が lサイズ小さいM16

も用意した。また、補強効果の検証のため、既存ボノレト

本数5本の無補強試験体も用意した。なお、ボノレ ト接合の

施工方法はナット 回転法 とする。摩擦面は黒皮のま まと

している。以上より、補強試験体の降伏耐力及び最大耐

力に関する効果を検証する。

3_2 載荷計画

図5に試験体のセットアップを示す。試験体は、縦向き

に設置し、試験機とは上部治具と下部治具を介してボノレ

ト接合する。載荷は、試験体の下部を固定 し、 上部の軸

方向に引張力を加える単調載荷で行い、接合部に発生し

た亀裂が伸展して急激な耐力低下あるいは破断が確認で

きるまで行った。荷重は試験機に設置されたロード‘セル

により計測 し、 接合部の変位は図 5右で示すように変位計

により 計測を行った。接合部の変位は、ガセ ットプレー

トの上下接合部の冶具から 25皿離した位置と既存材の上

下接合部問での間隔が 220mmになる箇所の表裏に計 4つ

取り 付け上下接合部それぞれで二つの変位の平均を算出

して上部変位 o(up)及び下部変位 o(low)のうち、載荷後に

破断したいずれか一方を変位 8として採用した。

4_ まとめ

本報(その 6)では、山形鋼筋かいへの背面付加による

乾式補強の実験計画について示した。

試験体接合部の詳細図 4
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